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Abst rac t
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swi t c h wi th 2 - s e r i e s  GTO was c o n s t r u c t e d  to study the 
o f  the GTO s wi t c h .  In t h i s  r e p o r t  f the c h a r a c t e r i s t i c s  

i t c h  and the r e s u l t s  measured wi th the 4kV pu Ise swi ch

4 k V — G T 0 パ ル ス ス イ ッ チ の テ ス ト
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ル ス 電 源 に 使 用 す る 。
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及 び G T 0 の 特 性 （電 流 拡 散  
さ れ る と 、 ス パ イ ク 電 圧 が G 
卜 回 路 は 、 3 R s C s の 時 間 内  
の た め 、 負 荷 が 突 然 短 絡 し た  

な い よ う に 、 電 流 を 限 定 す る 抵 抗 を 取 り 付 け る 。 
ス パ イ ク 電 圧
い て こ だ わ る か 。 G T 0 が オ フ 状 態 に な っ た 時 ス ナ  
電 流 が 急 峻 に 流 れ る 。 そ の た め ス ナ バ ー 回 路 の 浮 遊  
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圧 （写 真 一 1 ) は ス ナ バ ー 用 コ ン デ ン サ ー の 電 圧 に 上 乗 せ さ れ  
子 間 の 電 圧 が 破 壊 電 圧 を 越 え な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。
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4 . そ の 他 の 特 性  
G T 0 素 子 を 直 列 で 使 用 す る 場 合 、 夕

遅 れ た 素 子 の 方 に 過 渡 電 圧 が 架 か  
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図 一 1 に 示 し た テ ス ト回 路 で、 パ ル ス
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は〜 （K 2 H S 以 内 で あ り 、 G T 0 オ フ
S であっ た。
圧 分 担 は 、 直 流 時 の 分 担 率 5 %、 ハ0ル ス

ラ ン ス 負 荷 時 の 特 性 を そ く て い し た 。 
圧、 パ ル ス ト ラ ン ス 1 次 電 圧 、 ゲ … ト 
パ ル ス ト ラ ン ス 負 荷 時 の 特 性 を ' 更 に 調
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